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社会との関わりを重視した日本語指導

流れ

１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い

☞形容詞の導入と練習を例に

２子どもの日本語指導のポイント

☞『中学生のにほんご 学校生活編』を例に



１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い

「日本語」「ベトナム語」「英語」といった捉え方

生きるためのことば（日本語）

人間関係をつくる

自分を表現する

社会に参加する

＋

（成長過程）認知発達に影響する

（成長過程）言語形成期を考慮する

複言語・複文化

バイリンガル
母語・継承語



１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い

認知発達の４つの段階 ジャン・ピアジェ 引用文献（１）

１感覚運動期 ： 出生から1歳半～2歳

２前操作期 ： 1歳半～２歳から7歳

３具体的操作期 ： 7歳から11歳

４形式的操作期 ： 12歳から成人



１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い

中島和子引用文献（２）

学校友達時代前半：話しことばが固まり、読み書きの基礎ができる

学校友達時代後半：自立心が旺盛、抽象的な内容も読める、こと
ばの分析力も急速に伸び、文化差の理解や比較ができる

後半

年齢 ０～２ ２～４ ４～６ ６～９ ９～１５

時代 ゆりかご 子ども部屋 遊び友達 学校友達前半 学校友達後半

言語形成期　前半



１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い

【学び】 小学校中学年くらいまで：具体的

小学校中学年以降：抽象的・分析的

【心】

個人差がある

思春期にある

アイデンティティー
母語・母文化
友人・将来
親への思い etc.



１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い

形容詞の導入と練習を例に

大人の場合（※あくまで一例です。）

導入 この傘は赤いです。この傘は青いです。

形 ーはーです／ーはーくないです

練習 はい・いいえ形式／オープン形式

語彙導入 対義語リストなども有効

形容詞という概念もある。

物事を抽象化、一般化し、俯瞰することができる。

☞形や語彙を導入したのち、パターン練習などで正確性
を高めてから、活動に入るといったことが可能。



１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い

形容詞の導入と練習を例に

こどもの場合

形容詞という概念を持っているか

物事を抽象化、一般化し、俯瞰することは発達段階にある。

☞形や語彙を導入したのち、パターン練習などで正確性
を高めてから、活動に入るといったことが難しい。

☞子どもは文脈から物事を推測し、学ぶ力を持っている。

（それを楽しむ）



１成人の日本語指導と子どもの日本語指導の違い
形容詞の導入と練習を例に

こどもの場合（※あくまで一例です。）

イラストや会話を利用する。（支援者作成）

（道で）

A：あそこに白いねこがいるよ。

B：え？どこ？ ・・わあ♡ あ・・となりに黒いねこがいる・・

私、黒いねこ、きらい・・。

A：そうなんだ。私は黒いねこが好き。かっこいいよ。

☞その後、子どもにどちらが好きか聞くなどする→さりげなく絵カード

などを利用して、小さい犬と大きい犬とどっちか好き？など、子ども本

人に近づけた話題でＱＡして、語彙を入れる。→Aさんのかばんは大き

いですか？など‘はい、いいえ形式’の質問をしていく。



２子どもの日本語指導のポイント

☞子どもは文脈から物事を推測し、学ぶ力を持っている。

（それを楽しむ）

文脈：時・場所・相手・場面・話の流れ

いつ・どこで・だれに・どんなとき、どんなふうに

練習：小学校中学年くらいまでは具体的に

小学校中学年以降は抽象的・分析的に理解可能



『中学生のにほんご』の３段階 参考文献（３）

場面・対話 内容把握・意見 教科本文理解とまとめ

文脈で学ぶ・リテラシー重視

２子どもの日本語指導のポイント



ステップ１「学校生活編」

２子どもの日本語指導のポイント

生徒たちの生活場面から

生きた日本語を意識する

（隠れて計画的に文型や

語彙を提示）



ステップ２「社会生活編」目次とシラバス

文化（現代・地域・異）

教養（環境・言語・健康等）

学校生活（公的）

•

２子どもの日本語指導のポイント



『中学生のにほんご』の３段階 参考文献（３）

場面・対話 内容把握・意見 教科本文理解とまとめ

文脈で学ぶ・リテラシー重視

２子どもの日本語指導のポイント



２子どもの日本語指導のポイント

現場から見えたこと

彼らの目線で捉え，彼らの学ぶ力を信じる姿勢が大切

自由な発想で楽しむ ウケを狙う 立ち止まる

陳は井の中の蛙！

寝たり寝たり寝たりします！

８時間寝ても眠い？
私はいつも９時間寝る・・

ぼくは１０００さい！



２子どもの日本語指導のポイント

子どもたちの考える力が育った。

諦めず、最後までがんばる姿勢が育った。

201７年 横浜吉田中学校 国際教室担当教員談



２子どもの日本語指導のポイント

☞子どもは文脈から物事を推測し、学ぶ力を持っている。

（それを楽しむ）

文脈：時・場所・相手・場面・話の流れ

いつ・どこで・だれに・どんなとき、どんなふうに

練習：小学校中学年くらいまでは具体的に

小学校中学年以降は抽象的・分析的に理解可能



引用文献

（１）『思春期ーその行動と発達のすべて』 監訳：林謙治 メディサイエンス社

（２）『完全改訂版 バイリンガル教育の方法 12歳までに親と教師ができること』
著者：中島和子 アルク
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